


西条昇の浅草喜劇コレクション
浅草の曽我廼家篇

西条昇の所蔵資料の一部を本文ページ（P12-13）と併せてお楽しみ下さい。

西条 昇　江戸川大学教授、喜劇史研究家。
昭和39年、東京・飯田橋生まれ。幼少期より浅草をはじめとする都内の劇場や
寄席で喜劇と演芸を観て育つ。新聞・雑誌への連載やTV・ラジオ出演も多数。
主な著書に『ニッポンの爆笑王100』『笑伝・三波伸介』など。 

兵隊喜劇が売り物の曽我廼家祐
十郎（右）と其の一党が出演した地
方興行「東京豪華爆笑名人大会」
のポスター。昭和10年代半ば頃。

木内興行部が五九郎劇から曽我廼家十次郎、一二三、泉虎、
九郎ら、五一郎劇から童三らを引き抜き、大正13年６月に浅
草・金龍館で旗揚げした「喜劇春秋座」の昭和２年11月（左）
と同３年10月（右）のプログラム。

五一郎劇に居た曽我廼家九一郎（前名はやせ馬）と
市太郎が戦時中に旗揚げした「勝抜（かちぬく）座」
の江東花月劇場のプログラム。

曽我廼家〆太郎一座と中野傅次郎一座が
出演した昭和17年９月の浅草大都のプ
ログラム。〆太郎は戦後、二代目・五一
郎を襲名している。


